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本
学
は
昨
年
4
月
、
全
国
屈
指
の
志

願
者
倍
率
で
優
秀
な
学
生
諸
君
を
迎
え

て
、
開
学
を
飾
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
少
子
化
」の
も
と
、
私
立
大
学
の
募
集

環
境
が
年
毎
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

な
か
で
、
本
学
の
幸
運
の
ス
タ
ー
ト
は
、

希
有
の〝
成
功
例
〞と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
学
が
開
学
目
的

に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
高
度
技
術
者

育
成
を
か
か
げ
、
そ
の
研
究
・
教
育
の
優

位
性
と
特
色
が
、
新
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
、
何
よ
り
も
学
生
諸
君
の
期
待
に

応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
学
の
社
会
的

使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

開
学
1
年
近
く
を
経
た
今
、
開
学
時

の
避
け
が
た
い
試
行
錯
誤
を
通
じ
て
、

研
究
活
動
と
教
学
運
営
は
基
本
的
に
安

定
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
学

時
の
大
き
く
て
高
い
目
標
に
照
ら
し
て
、

そ
の
到
達
度
を
計
れ
ば
、マ
ラ
ソ
ン
に
例

え
る
と
走
行
距
離
の
二
分
の
一
地
点
に

達
し
た
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゴ

ー
ル
に
至
る
ま
で
に
は
ま
だ
、
多
く
の
難

所
と
困
難
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、「
完
成
度
の
高
い
大

学
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
、
中
期
的
な
政
策

的
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
計
画
的
に
か
つ

持
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
、
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

つ
い
て
は
本
学
で
は
、
次
の
三
つ
の
課

題
を
柱
と
す
る「
大
学
発
展
中
期
ビ
ジ

ョ
ン
構
想
案
」（
仮
称
）な
る
も
の
を
、
本

年
3
月
末
を
目
途
に
策
定
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

①
1
期
生
の
卒
業
に
合
わ
せ
て
2
0
0

7
年
3
月
末
完
成
を
目
途
に
、
大
学
院

の
開
設
を
実
現
す
る
。

②

遅
く
と
も
2
0
0
8
年
4
月
に
は
、

学
部
生
定
員（
1
学
年
）を
2
5
0
名（
現

1
9
8
名
）以
上
に
増
員
す
る
。
又
、
同

時
期
ま
で
に
学
部
校
舎
を
増
築
す
る
。

③
大
学
と
し
て
、
産
学
官
の
連
携
･
共

同
の
事
業
推
進（
共
同
研
究
･
新
規
事

業
創
出
等
）に
積
極
的
に
寄
与
し
、
長
浜

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
整
備
・
完
成
を
推

進
す
る
こ
と
で
す
。

加
え
て
、
わ
が
国
唯
一
の
バ
イ
オ
系

単
科
大
学
と
し
て
、
バ
イ
オ
領
域
に
お
け

る
世
界
水
準
の
研
究
・
教
育
拠
点
を
目

指
す「
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と「
特
色
あ

る
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」づ
く
り
に
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

本
学
で
は
、
以
上
の
諸
課
題
を
達
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
諸
君
に
ハ
イ

レ
ベ
ル
で
、
良
質
の
研
究
活
動
と
教
育
を

保
証
す
る
万
全
の
教
育
環
境（
条
件
）を

整
え
、
必
要
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
に
当
た
っ
て
、
全
学
の
総
力
を

結
集
す
る
と
と
も
に
、
地
元
自
治
体
、

関
係
企
業
等
の
強
力
な
ご
支
援
を
得

て
、
必
ず
や
り
遂
げ
た
い
と
決
意
し
て
い

る
次
第
で
す
。

次
な
る「
大
学
発
展
構
想
」の
実
現
め
ざ
す

理
事
長

田

保
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新
年
明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
学
が
２
０
０
３
年
４
月
に
開
学

し
、
第
１
期
生
を
迎
え
、
早
や
１
年
近

く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
学
内
に
お
い

て
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
高
度
な
専
門
技
術

教
育
に
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
を
お

い
た
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
基
礎
的
な
実
験
、
実
習
を
主
と

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
か
ら
、
即

戦
力
の
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た

「
バ
イ
オ
人
材
育
成
事
業
」
の
委
託
を
受

け
、
本
学
に
お
け
る
集
中
的
な
講
義
と

実
習
と
在
宅
に
よ
る
演
習
を
組
み
合
わ

せ
た
社
会
人
教
育
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
と
は
異
な
る
、

既
存
の
学
問
分
野
を
横
断
し
た
柔
軟
か

つ
新
時
代
に
相
応
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム

は
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
い
た
だ
き
、

自
治
体
、
教
育
団
体
、
企
業
関
係
者
の

見
学
会
、
産
学
連
携
団
体
の
講
演
会
な

ど
、
数
多
く
の
行
事
が
催
さ
れ
、
ま
た
、

本
学
教
員
が
生
涯
学
習
講
座
で
の
講

演
、
高
大
連
携
実
習
な
ど
に
参
画
い
た

し
ま
し
た
。

一
方
、
学
外
に
お
い
て
は
、
昨
年
は

D
N
A
の
二
重
ら
せ
ん
構
造
が
発
見
さ

れ
て
50
年
目
に
あ
た
り
、
そ
の
時
期
に

合
わ
せ
て
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
情
報
が

解
読
さ
れ
る
な
ど
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
で
著

し
い
進
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
情
報
は
、
ヒ
ト
の
全
遺
伝
情
報
を

含
む
基
本
的
な
設
計
図
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
生
命
の
仕
組
み
が
全
て
明
ら

か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
用
的
に
は
、
病
気
の
原
因

の
解
明
や
治
療
法
の
開
発
を
行
う
、
生

物
学
的
に
は
、「
ヒ
ト
と
は
何
者
か
」
を

知
る
手
が
か
り
を
得
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
意
味
を
充
分
に

認
識
し
、
ヒ
ト
の
た
め
に
役
立
つ
方
策

を
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
に

入
っ
た
と
言
え
ま
す
。

本
学
は
、
今
後
一
層
、
こ
の
よ
う
な

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
時
代
に
相
応
し
い
研
究
と
教
育
を

実
践
し
、
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
き
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶

学
長

下
西
康
嗣
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◆
通
学
・
下
宿
に
つ
い
て

本
学
は
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
に
直
結
し
て
い

る
大
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
通
学

者
の
割
合
が
入
学
者
の
約
６
割
と
比
較

的
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
く
は
神
戸

市
・
四
日
市
市
か
ら
の
通
学
者
も
お
り
、

「
思
っ
た
以
上
に
便
利
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
下
宿
生
は
、
本
学
敷
地
内
の

国
際
交
流
ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
、
長
浜
市
内

を
中
心
に
選
ん
で
お
り
、
下
宿
紹
介
業
務

は
、
本
学
の
提
携
会
社
「
バ
イ
オ
・
コ
ー

ポ
」
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ル
バ
イ
ト
の
状
況

滋
賀
県
湖
北
地
方
で
は
初
の
４
年
制
大

学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
求

人
先
は
長
浜
市
内
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
定
番
・
家
庭
教

師
か
ら
、
観
光
地
長
浜
ら
し
く
「
黒
壁
ス

ク
エ
ア
」で
の
ア
ル
バ
イ
ト
ま
で
、
多
数
の

業
種
か
ら
の
求
人
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
験
・
実
習
の
多
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

考
慮
し
て
、
授
業
に
支
障
の
な
い
平
日
夜

間
・
土
・
日
・
祝
日
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
が
可

能
な
求
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
入
学
式

本
学
の
記
念
す
べ
き
第
１

回
入
学
式
が
４
月
５
日
に
挙

行
さ
れ
、
第
１
期
生
2
9
0
名

と
そ
の
保
護
者
合
わ
せ
て
約

6
0
0
名
が
参
列
い
た
し
ま
し

た
。吉

田
理
事
長
、
下
西
学
長

が
祝
辞
を
述
べ
、
来
賓
と
し

て
滋
賀
県
知
事
・
長
浜
市
長

等
か
ら
喜
び
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
平
子

暁
君
が
、「
研
究
に
、
将
来
の

進
路
に
、
新
し
い
歴
史
を
刻

ん
で
い
く
使
命
と
や
り
が
い
を

も
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
」
と

宣
誓
し
、
第
１
期
生
の
バ
イ

オ
大
生
活
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

式
終
了
後
に
、
新
入
生
と

保
護
者
、
教
職
員
全
員
で
記

念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

◆
開
学
式

2
0
0
3
年
4
月
1
日
、
長

浜
市
長
ご
臨
席
の
も
と
、
約
1

5
0
名
の
関
係
者
を
招
待
し
て

の
開
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。吉

田
保
理
事
長
の
開
学
経

緯
と
目
的
に
つ
い
て
の
挨
拶
に

続
い
て
、
下
西
康
嗣
学
長
に
よ

る「
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
技
術
者
や
豊

か
な
人
材
の
育
成
を
目
指
す
」

と
い
う
開
学
宣
言
で
、「
長
浜

バ
イ
オ
大
学
」の
歴
史
を
刻
む

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
式
に
先
立
ち
、
建

築
工
事
や
設
備
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
業
者
の
方
々
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

開
学
式
に
続
い
て
、
学
生
食

堂
で
さ
さ
や
か
な
パ
ー
ティ
ー
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
イ
オ
大
学
の
開
学
一
年
の
軌
跡
を
、

学
内
で
開
催
し
た
行
事
を
通
じ
て
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

バ
イ
オ
大
生
の

学
生
生
活
事
情

5
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◆
開
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
学
を
記
念
し
て
、
5
月

10
日
に
学
内
を
一
般
開
放
す

る「
開
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
、
地
元
市
民
を
は
じ

め
約
1
5
0
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

施
設
見
学
や
親
子
バ
イ
オ

教
室
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
人
気
を
呼
び
、
学
生
有
志

に
よ
る「
学
内
探
検
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
」の
企
画
や
、
湖
北
1
市

12
町
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
、

市
や
町
の「
木
」
を
植
樹
し
て

造
ら
れ
た「
湖
国
の
森
」の
開

園
式
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

夜
は
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
開
学
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催

さ
れ
、発
起
人
は
じ
め
約
4
0
0

人
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
学
を
祝
い
ま
し
た
。

◆
学
外
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学我

が
国
初
の「
バ
イ
オ
系
4
年
制

単
科
大
学
」と
い
う
こ
と
で
注
目
度

が
高
く
、
多
く
の
学
外
団
体
か
ら
の

見
学
依
頼
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
産

業
界
か
ら
は
、
滋
賀
県
下
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
京
都
、
大
阪
、
岐
阜
な

ど
の
経
済
団
体
や
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
の
重
役
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
行
政
関
連
で
は
、
滋
賀
県
知

事
、
長
浜
市
長
は
じ
め
、
文
部
科
学

省
、
経
済
産
業
省
、
総
務
省
、
県
会

議
員
、
市
会
議
員
、
滋
賀
・
富
山
・

山
梨
県
庁
な
ど
か
ら
視
察
が
あ
り

ま
し
た
。
学
校
関
連
で
は
高
校
生
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
の
方
々
が
滋
賀
県

下
よ
り
10
団
体
、
京
都
4
団
体
、
大

阪
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
北
海
道
、

ミ
シ
ガ
ン
州
な
ど
各
地
よ
り
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
学
者
総
数
は
4
月
か
ら
12
月

末
ま
で
で
、
55
団
体
1
4
6
2
名
と

な
り
ま
し
た
。

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

本
学
を
よ
り
よ
く
知
っ
て

も
ら
う
目
的
で
、
8
月
〜
11

月
に
か
け
て
計
3
回
の「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

8
月
9
日
は
午
前
中
の
台

風
襲
来
に
も
関
わ
ら
ず
1
7

3
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

ま
た
、
11
月
8
日
は
90
名
、
11

月
9
日
は
1
1
5
名
と
、
多
く

の
受
験
生
な
ど
が
関
心
を
寄

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

特
に
、
大
島
淳
教
授
の
ミ

ニ
講
義
や
透
過
型
電
子
顕
微

鏡
で
の
実
演
な
ど
に
目
を
見

張
っ
た
参
加
者
が
多
く
、「
最

新
の
実
験
実
習
機
器
が
魅
力

だ
」、「
駅
前
に
あ
り
思
っ
た
よ

り
交
通
の
便
が
よ
い
」
な
ど
の

感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
奨
学
金
の
受
給
状
況

本
学
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
、
今
年
度

は
「
タ
カ
ラ
バ
イ
オ（
株
）
奨
学
金
」（
給
付

制
・
月
額
3
万
5
0
0
0
円
）
を
設
け
、

今
年
度
１
回
生
の
成
績
優
秀
者
２
名
を

選
考
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の

日
本
育
英
会
の
奨
学
生
と
し
て
71
名
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、選
考
の
結
果
、

全
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

※
日
本
育
英
会
に
は
、
失
業
・
病
気
等
で
家
計
が
急

変
し
、
修
学
が
困
難
に
な
っ
た
方
を
援
助
す
る
奨

学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

教
務
・
学
生
課
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

お願い●学生現住所・電話番号の変更、帰

省先の住所・電話番号変更、保証

人の変更等、学籍事項に変更が

生じた場合は、学生本人から速や

かに教務・学生課までお届けくだ

さいますよう、よろしくお願い申し

上げます。

◆
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

「
誰
も
が
創
立
者
」
を
合
言
葉
に
、
今

年
度
は
約
25
団
体
も
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
が
発
足
し
ま
し
た
。
実
験
・
実
習
の
割

合
が
多
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ゆ
え
か
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
系

の
団
体
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
普
段

は
学
内
で
の
活
動
が
中
心
で
す
が
、
学
外

団
体
と
の
練
習
試
合
や
市
内
団
体
と
連

携
し
て
の
活
動
を
始
め
て
い
る
ク
ラ
ブ

も
あ
り
ま
す
。
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近
藤
真
千
子
（
石
川
県
立
金
沢
桜
丘
高
校
出
身
）

副
委
員
長
と
し
て
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
の
準

備
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な
ど
を
担
当
し
ま

し
た
。
学
生
の
意
見
を
ま
と
め
る
時
や
企
画

案
を
練
る
時
に
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
紅
天
女
さ
ん
と
一
緒
に
学
生
と
学
園

祭
に
来
場
さ
れ
た
方
々
が
踊
っ
て
い
る
時
の
顔

を
見
た
時
の
嬉
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

西
直
人
（
滋
賀
県
立
東
大
津
高
校
出
身
）

今
回
は
、
ス
テ
ー
ジ
運
営
や
音
響
関
係
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
は
う

ま
く
い
か
ず
、
事
務
や
業
者
の
方
々
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
大

学
で
は
味
わ
え
な
い
、
新
し
い
も
の
を
創
る
と

い
う
こ
と
が
一
番
楽
し
く
、い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

立
花
祐
児
（
兵
庫
県
立
明
石
清
水
高
校
出
身
）

私
は
、
今
回
の
第
一
回
命
洸
祭
に
お
い
て
、

看
板
の
製
作（
命
洸
祭
の
パ
ネ
ル
や
イ
ベ
ン
ト

用
）を
担
当
し
ま
し
た
。
時
間
が
あ
ま
り
な
い

状
態
だ
っ
た
の
で
、
夜
遅
く
ま
で
製
作
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、正
直
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、

他
の
部
署
の
人
達
や
友
人
の
助
け
も
あ
り
、
な

ん
と
か
前
日
ま
で
に
は
完
成
で
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
事
も
あ
っ
た
の
で
、
自
分
達
の
パ
ネ
ル
が

立
っ
た
時
は
、
も
の
す
ご
い
達
成
感
が
あ
り
ま

し
た
。
学
園
祭
自
体
も
大
成
功
だ
っ
た
よ
う

だ
し
、
何
人
か
の
お
客
さ
ん
が
、「
立
派
な
看
板

や
ね
〜
。」と
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
の
を
聞
い
た
時

は
感
激
で
し
た
。

大
前
美
佐
子
（
京
都
府
立
山
城
高
校
出
身
）

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
ま
た

途
中
か
ら
実
行
委
員
会
に
入
っ
た
の
で
、

最
初
は
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
仲
間
が

親
切
だ
っ
た
こ
と
が
不
安
を
打
ち
消
し
、

手
探
り
の
学
園
祭
が
形
に
な
っ
た
こ
と
で
、

達
成
感
と
充
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
学
園
祭

に
関
わ
っ
て
友
人
が
増
え
た
の
が
、
最
大

の
収
穫
で
し
た
。

学
生
の
意
見
を
大
学
運
営
に
反
映
さ
せ
て

い
く
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
学
生
を「
主
人

公
」と
す
る
大
学
と
し
て
、
学
生
の
意
見
や

要
求
を
重
視
し
、
尊
重
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
前
期
と
後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
、

異
な
る
視
点
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

前
期
に
行
っ
た
の
が
主
に
施
設
・
設
備
面

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
し
た
。
概
ね
満

足
は
し
て
い
る
も
の
の
、
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
や
駐

輪
場
の
管
理
、
教
室
の
視
聴
覚
設
備
等
で
改

善
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
後
期
開
講
に
間
に
あ
う
よ
う
予

算
化
し
可
能
な
限
り
改
善
し
ま
し
た
。
経
費

の
か
か
る
大
き
な
改
善
要
求
は
、
年
次
計
画

で
応
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
後
期
の
半
ば
ま
で
進
ん

だ
と
こ
ろ
で
授
業
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
の
理
解
度
は
そ
の
予
習
と

復
習
の
み
な
ら
ず
、
学
生
自
身

の
自
己
研
鑚
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
わ
け
で
す
が
、
教
え
方
で

理
解
度
が
変
わ
る
の
も
事
実
な

の
で
、
こ
の
調
査
結
果
を
役
立

て
ま
す
。

教
員
は
研
究
者
で
あ
る
と
同

時
に
教
育
者
で
あ
る
と
い
う
認

識
に
基
づ
き
、
研
究
成
果
を
理

解
し
や
す
く
学
生
に
伝
え
る
た

め
の
教
授
法
改
善
に
役
立
て
て

も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

学生が主体となった
教学条件改善の取り組み

学
生
に
と
っ
て
も
私
た
ち
教
職
員
に
と
っ
て
も
初

め
て
の「
学
園
祭
」で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の

に
仕
上
が
る
の
か
楽
し
み
で
も
あ
り
、
ま
た
苦
し
み

も
多
か
っ
た
。
初
め
て
の
実
行
委
員
会
を
開
い
た
の

が
6
月
。
11
月
開
催
の
半
年
前
か
ら
の
準
備
で
あ
っ

た
。わ

が
大
学
の
学
園
祭
を
何
と
名
付
け
る
か
、
こ
の

一
つ
で
さ
え
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。
教
職
員
だ
け

で
決
め
て
し
ま
え
た
ら
ど
ん
な
に
早
く
て
ス
ム
ー
ス

に
進
ん
だ
こ
と
か
知
れ
な
い
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
。

あ
く
ま
で
も
主
役
は
学
生
諸
君
。
時
に
叱
咤
し
、
時

に
励
ま
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
し
か
な
い
。

暑
い
夏
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
の
広
告
取
り
や
練
習

に
励
む
姿
を
見
て
、
結
構
、
彼
ら
の
心
意
気
を
感
じ

た
。「
が
ん
ば
っ
て
い
る
な
ぁ
」と
感
じ
る
瞬
間
が
、
確

実
に
増
え
て
い
っ
た
。

11
月
の
本
番
に
は
2
日
で
延
べ
3
0
0
0
名
余
の

人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
一
般
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
学
生
は
こ
の
活
動
を
通
じ
て
実
験
室
や
教

室
で
は
で
き
な
い
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
貴
重

な
体
験
を
し
て
く
れ
た
と
思
う
。

彼
ら
が
名
づ
け
た「
命
洸
」祭
。
一
筋
の
命
の
滴
が

キ
ラ
リ
と
光
る
瞬
間
に
彼
ら
も
私
た
ち
も
と
も
に
出

会
え
た
こ
と
が
、
今
回
の
何
よ
り
の
成
果
で
あ
っ
た
。

（
教
務
・
学
生
課
）

平
井
美
穂

（
奈
良
県
立
平
城
高
校
出
身
）

私
は
模
擬
店
の
調
理

場
管
理
な
ど
を
担
当
し

ま
し
た
。
全
て
が
初
め

て
の
体
験
で
大
変
し
た
が
、
今
自
分
が
し
て

い
る
こ
と
が
、
来
年
以
降
の
学
園
祭
の
基
礎

に
な
る
と
思
う
と
、
や
る
気
も
出
て
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
想
像
以
上
に
お
客
さ
ん

も
た
く
さ
ん
来
て
、
皆
が
楽
し
そ
う
に
過
ご

し
て
い
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

7

2
0

0
4

.Ja
n

u
a

ry

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
を
は
じ
め

十
数
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
は
、
地
域
社
会
、
企

業
、
長
浜
市
、
滋
賀
県
、
官
庁
な
ど
と
の
連

携
窓
口
と
し
て
、
開
学
と
同
時
に「
産
官
学

共
同
研
究
・
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

し
、
産
官
学
連
携
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

開
学
し
て
ま
だ
１
年
未
満
で
す
が
、
平
成
15

年
12
月
時
点
で
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参

画
、
企
業
連
携
を
含
め
十
数
件
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
戦
略
大
綱
の

重
点
と
な
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
開
発

そ
の
う
ち
の
１
つ
と
し
て
、
経
済
産
業
省

か
ら「
バ
イ
オ
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
開
発
事

業
」を
受
託
し
、「
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ク
ス

（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技

術
の
両
方
の
専
門
知
識
、
技
術
を
持
つ
）技

術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
14
年
12
月
に
国

が
ま
と
め
た「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
戦
略
大

綱
」の
基
本
行
動
計
画
の
な
か
で
も
重
点

課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

バ
イ
オ
関
連
企
業
と
の
共
同
研
究
や

地
元
と
の
交
流
・
連
携

ま
た
、
バ
イ
オ
関
連
企
業
と
の
共
同
研

究
や
受
託
研
究
に
も
取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

滋
賀
県
の
バ
イ
オ
産
業
の
振
興
を
め
ざ
す

産
学
官
組
織「
び
わ
こ
産
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」、「
滋
賀
バ
イ
オ
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
県

内
主
要
経
済
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

「
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会
」、
滋
賀
県

湖
北
地
域
の
異
業
種
交
流
組
織「
長
浜
み

ら
い
産
業
プ
ラ
ザ
」な
ど
の
団
体
と
の
交
流
、

連
携
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
学
で
は
市
民
、
県
民
の
方
々
に

「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
身
近
で
役
に
立

つ
技
術
で
あ
る
こ
と
」、「
21
世
紀
の
日
本
の

産
業
の
発
展
に
重
要
で
あ
る
こ
と
」な
ど
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
親
子
で
ヨ
ー
グ

ル
ト
作
り
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
か
ら
D
N
A
を
実

際
に
取
っ
て
み
る「
バ
イ
オ
教
室
」や
県
民
の

生
涯
学
習「
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」、「
市
民

公
開
講
座
」な
ど
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
学
は
開
学
し
て
ま
も
な
く
、
ま
だ
学

内
の
体
制
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
教

員
や
ス
タ
ッ
フ
も
平
成
17
年
度
に
は
す
べ
て

着
任
す
る
計
画
で
、
今
後
の
内
部
体
制
の

整
備
に
よ
り
、
バ
イ
オ
人
材
育
成
、
産
学
連

携
、
外
部
交
流
、
地
域
社
会
貢
献
に
更
に

弾
み
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
支
援
と
、

ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た
国
際
交
流
活
動

ま
た
、
ア
ジ
ア
地
域
を
視
野
に
入
れ
、
長

浜
を
バ
イ
オ
の
研
究
拠
点
と
す
る
た
め
、

「
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」の
支
援
活
動
、

独
創
的
な
研
究
活
動
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
地

域
を
中
心
に
海
外
の
研
究
者
と
の
国
際
交

流
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

産官学共同研究・
事業開発センターだより
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開
設
初
年
度
に
本
当
に
た
く
さ
ん
の

受
験
生
が
あ
り
、
北
は
北
海
道
、
南
は
鹿

児
島
ま
で
の
都
道
府
県
か
ら
入
学
者
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
し
た
。
こ
の
大
学
は
、
地
域
の
人
た
ち

の
熱
意
で
出
来
た
も
の
で
す
が
、
設
立
に

携
わ
っ
た
人
た
ち
の
期
待
以
上
の
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
の
原
動
力
は
、

21
世
紀
が
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代
で

あ
り
、
バ
イ
オ
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が

出
来
る
唯
一
の
単
科
大
学
と
い
う
、
長
浜

バ
イ
オ
大
学
の「O

nly
O
ne

」の
存
在
そ

の
も
の
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
期

待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
大
学
院
の
開
設

は
必
須
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
の
意
欲
に
応
え
る
教
育
実
践
と
、

バ
イ
オ
人
材
の
育
成
シ
ス
テ
ム
を
開
発

教
学
面
で
は
、
こ
う
し
た
学
生
た
ち
の

意
欲
に
応
え
る
教
育
実
践
と
、
一
人
ひ
と

り
の
学
生
た
ち
へ
の
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー

が
特
徴
的
で
し
た
。
一
年
次
か
ら
週
3
回

の
実
験
実
習
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
実

験
室
で
の
ウ
ェ
ッ
ト
と
実
習
室
で
の
情
報

系
の
両
方
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

バ
イ
オ
系
大
学
で
例
を
見
な
い
特
色
が
、

学
生
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
刺
激
し
、
夜
8

時
過
ぎ
ま
で
実
験
に
没
頭
す
る
姿
も
よ

く
目
に
し
ま
す
。
専
任
の
教
員
の
み
な
さ

ん
で
バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
学
内
で
開

催
し
て
い
る
ん
で
す
が
、こ
こ
に
も
学
生
が

参
加
さ
せ
て
欲
し
い
と
。
そ
の
中
で
も
学

だ
こ
と
が
、
教
学
面
で
の
も
う
一
つ
の
成

果
と
言
え
ま
す
。
こ
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
講
義
録
が
9
月
に
出
版
さ
れ
る
予
定

で
、
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
で
出
来
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
か
ら
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ

ィ
ク
ス
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
全
国
で
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

世
界
一
の
「
創
薬
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

公
開
、
着
実
に
前
進
す
る
共
同
研
究

研
究
活
動
で
は
一
年
目
で
既
に
大
き

な
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
筆
頭
は

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
ミ
レ
ニ
ア
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
米
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
に
次
い
で
世
界
で
二

つ
目
と
な
る「
創
薬
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」を
公
開
し
た
こ
と
で
す
。
ゲ
ノ
ム
情
報

を
も
と
に
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
組

み
立
て
た
結
果
を
公
開
し
た
も
の
で
す

が
、
99
の
生
物
種
を
公
開
し
て
お
り
今
年

は
1
4
8
種
ま
で
広
げ
る
予
定
で
す
。
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
一

般
公
開
を
取
り
や
め
ま
し
た
か
ら
、
世
界

で
唯
一
最
多
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
と

言
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

共
同
研
究
は
学
内
外
で
活
発
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
参
加
し
て
い
る
例
で

は
、
医
学
部
の
方
た
ち
と
、
糖
が
結
合
す

る
仕
組
み
と
い
う
ゲ
ノ
ム
に
書
か
れ
て
い
な

い
情
報
を
共
同
で
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
の
重
要
な
情
報
で
、
ガ

二
年
目
の
抱
負
―
―
産
学
連
携
推
進
と

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
研
究
、文
科
省

の
特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定

開
設
2
年
目
の
今
年
は
、
教
員
数
も
増

え
て
新
し
い
共
同
研
究
の
ス
タ
イ
ル
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
く
つ
か
取
り

組
み
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
産
学
連

携
を
も
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
。
現
在
4
件

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
経
済
産
業
省
の

支
援
で
名
古
屋
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

会
社
と
共
同
で
、
タ
ン
パ
ク
質
の
計
算
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
が
あ
り
ま
す
。
今
年

は
こ
れ
を
製
品
化
す
る
予
定
で
す
。
こ
う

し
た
連
携
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
そ
れ
と
バ
イ
オ
大
学
の
研
究
を
中

核
に
し
て
、
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
形

成
に
寄
与
す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
国
や
県
、
市
の
助
力
で
ぜ
ひ
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
を
建
設
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
研
究
で
は
、

琵
琶
湖
周
辺
の
整
備
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ

ー
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
、
長
浜
市
の

「
健
康
21
プ
ラ
ン
」に
寄
与
す
る
創
薬
の
研

究
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一

人
ひ
と
り
の
タ
ン
パ
ク
質
の
性
質
を
計
算

す
る
も
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ゲ
ノ
ム
情
報

に
も
と
づ
い
た
予
防
医
学
や
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
医
療
へ
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
滋
賀
県
の「
健
康
長
寿
の
た
め
の

淡
海
プ
ラ
ン
」で
は
、
バ
イ
オ
大
学
が
事
務

In
te

rv
ie

w
学
部
長
・
郷
通
子
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ウ
ェ
ッ
ト
と
情
報
系
の
両
方
が
学
べ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
大
学

教
学
・
研
究
面
で
の
開
学
一
年
目
の
到
達
点
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

学
部
長
の
郷
通
子
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

生
た
ち
の
問
題
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
興
味
が
非
常
に
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。

細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
で
は
、
前
期
に
物
理
の

補
習
を
4
回
行
な
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り

と
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
指

導
を
徹
底
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
授

業
の
出
席
状
況
が
悪
く
な
っ
た
学
生
に

は
、
す
ぐ
に
教
務
・
学
生
課
の
職
員
が
電

話
を
か
け
て
諭
す
こ
と
も
し
て
い
ま
し
た

ね
。
母
体
の
関
西
文
理
学
園
が
予
備
校

を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
の
支
援
で「
バ
イ
オ
人
材

育
成
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
」に
取
り
組
ん

ン
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
上
で
も

大
き
な
意
義
を
も
ち
ま
す
。
例
え
ば
化
粧

品
の
保
湿
成
分
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
と
い
う

2
種
類
の
糖
が
交
互
に
つ
な
が
っ
た
物
質

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
研
究
で
よ
り
肌
の

保
湿
機
能
が
高
く
、
シ
ワ
を
作
り
に
く
く

す
る
化
粧
品
の
開
発
も
可
能
と
な
り
ま

す
ね
。
学
内
で
の
共
同
研
究
へ
の
助
成
制

度
も
作
ら
れ
、「
経
口
投
与
可
能
な
ペ
プ
チ

ド
医
薬
品
の
開
発
」な
ど
3
つ
の
共
同
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

局
と
な
り
、
す
で
に
準
備
委
員
会
が
発
足

し
て
お
り
ま
す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
本

格
的
な
産
学
官
民
の
連
携
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
も
今
年
の
大
切
な
課
題
で
す
。

教
学
面
で
は
、
文
部
科
学
省
が
全
国
の

大
学
か
ら
特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

採
択
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
こ
れ
を
申
請
し
て
支
援
を

受
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
テ
ー
マ

別
に
審
査
さ
れ
ま
す
が
、
多
く
は
計
画
段

階
で
実
践
は
こ
れ
か
ら
の
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
バ
イ
オ
大
学
は
開
学
一
年

目
で
既
に
特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
十
分
に
そ

の
資
格
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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医
薬
・
創
薬
を
学
び
た
い

４
月
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
第
１
期

生
と
し
て
、
入
学
し
た
。
で
き
た
て
の

校
舎
を
み
る
と
、
新
し
い
生
活
の
ス
タ

ー
ト
に
胸
が
躍
っ
た
。

大
学
生
に
な
っ
た
ら
、
今
ま
で「
こ
う

い
う
こ
と
を
し
た
い
」と
考
え
て
い
た
こ

と
に
、
行
動
を
起
こ
そ
う
と
思
っ
て
い

た
。
私
は
、
普
通
に
大
学
の
勉
強
だ
け

で
な
く
、
外
を
見
よ
う
と
思
っ
た
。
大

学
生
に
な
っ
て
、
塾
講
師
、
家
庭
教
師
、

飲
食
店
の
店
員
と
い
っ
た
バ
イ
ト
を
初

め
て
経
験
し
た
。

今
年
は
、
一
人
で
ア
メ
リ
カ
へ
行
く

と
決
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
春
、
大

学
入
学
と
同
時
に
英
会
話
ス
ク
ー
ル
に

通
い
始
め
た
。
夏
休
み
ま
る
ま
る
使
っ

て
、
旅
行
バ
ッ
グ
ひ
と
つ
持
っ
て
、
一
人

飛
行
機
に
乗
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校

で
は
、
ち
ょ
う
ど
新
学
期
で
、
特
別
に

３
週
間
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
聴
講

を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、い

ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
学
ん
だ
。
ア
メ
リ

カ
の
大
学
生
は
よ
く
勉
強
し
て
い
て
、

主
張
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

彼
ら
の
勉
強
に
対
す
る
姿
勢
に
、
今
の

私
の
勉
強
ス
タ
イ
ル
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
た
。
私
が
出
会
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
学
生
た
ち
は
、
何
よ
り
、
陽

気
で
明
る
く
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
時
間
を
各
自
有
効
に
使
っ
て
い
る

な
ぁ
と
思
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
プ
チ
大

学
生
活
は
、
大
学
の
勉
強
だ
け
す
れ
ば

い
い
の
で
は
な
く
、
自
ら
勉
強
を
進
め

て
く
、
多
様
性
の
あ
る
、い
ろ
ん
な
引

き
出
し
を
も
つ
人
間
に
な
ら
な
い
と
世

の
中
に
は
通
じ
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
で
の
日
常
生
活
で
も
、
常
に

「
セ
ル
フ
」が
求
め
ら
れ
た
。
個
々
の
主

張
を
大
事
に
す
る
。
常
に
自
分
が
動

か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
一
人
で
見
知

ら
ぬ
土
地
へ
行
き
、
初
め
て
一
人
で
は

生
き
て
い
く
の
が
難
し
い
と
感
じ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
、
学
べ
た
こ
と
は
、

５
㎏
分
の
体
重
を
得
た
だ
け
で
な
く
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
を
得
た
。

ま
た
、
大
学
の
講
義
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
大
学
な
ど
教
育
機
関
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
私
の
中
で
、
最

も
心
に
残
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
の
田
中
耕
一
先
生
・
利
根
川

進
先
生
・
ブ
レ
ン
ナ
ー
博
士
が
講
演
し

て
く
だ
さ
っ
た
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
。
私

は
、
医
薬
の
道
に
進
み
た
い
た
め
、
利

根
川
先
生
や
ブ
レ
ン
ナ
ー
博
士
は
興
味

深
か
っ
た
。
企
業
か
ら
の
視
点
で
医
薬

開
発
に
貢
献
さ
れ
た
田
中
さ
ん
の
話

も
勉
強
に
な
っ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

い
か
に
創
造
性
を
高
め
る
か
、
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
企
業
と
大
学
が
ど
う
連
携

し
て
い
く
か
が
焦
点
に
な
る
と
思
う
が
、

創
造
的
な
共
同
研
究
を
す
る
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
化
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち

寄
り
、
独
自
性
を
失
わ
ず
に
知
的
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
。

私
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
こ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、自
分
な
り
に
考
え
た
。

私
は
、
ま
ず
条
件
の
良
い
研
究
環
境
に

い
た
い
と
思
う
し
、
研
究
の
仕
方
、
考

え
方
、
テ
ー
マ
の
選
び
方
を
観
察
し
た

い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
、い
ろ
ん
な
分

岡崎　瞳

（大阪府立四条
畷高校出身）

VOICE
学生達の大学生活
学生のリポートで綴る一年間

楽
し
く
学
べ
て
本
当
に
嬉
し
い
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一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
、

楽
し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私

は
寮
生
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
寮
で
の

生
活
は
と
て
も
好
き
で
す
。

こ
の
大
学
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
情
報
も

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち

の
生
活
上
の
問
題
解
決
に
助
か
り
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
も
楽
し
く
て

友
達
作
り
、
授
業
以
外
の
時
間
を
充

実
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
学
で
１
年
に
近
い
生
活
は
一

言
で
い
う
と
楽
し
く
て
、
本
当
に
よ
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
１
回
生

は
も
っ
と
頑
張
っ
て
今
よ
り
も
っ
と
よ
い

大
学
を
つ
く
り
ま
す
。
長
浜
バ
イ
オ
大

学
の
将
来
は
も
っ
と
期
待
に
応
じ
て
発

展
し
て
行
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で
学
生
生
活
が
一
層
充
実

五
月
。
よ
う
や
く
授
業
や
実
験
の

大
変
さ
に
慣
れ
始
め
た
頃
、
私
は
友
達

と〝
紅
茶
・
園
芸
サ
ー
ク
ル
〞な
る
も
の

を
発
足
さ
せ
た
。
サ
ー
ク
ル
で
は
十
数

人
の
部
員
で
紅
茶
を
飲
ん
だ
り
、
プ
ラ

ン
タ
ー
や
学
外
に
借
り
た
畑
で
花
や
作

物
を
育
て
た
り
と
前
期
は
そ
ん
な
感
じ

で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

後
期
に
入
り
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に

と
っ
て
初
め
て
の
学
園
祭
で
私
た
ち
の

サ
ー
ク
ル
は
、
自
慢
の
紅
茶
と
手
作
り

お
菓
子
で
喫
茶
店
を
開
く
事
に
な
っ

た
。
学
園
祭
当
日
、
店
は
予
想
以
上

に
繁
盛
し
た
。
初
め
て
の
事
な
の
で
戸

惑
い
、
失
敗
し
た
事
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
が
、
学
祭
実
行
委
員
や
学
校
関
係

者
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、
何
と
か
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
苦
し
く

も
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

講
義
に
実
験
、
課
題
、レ
ポ
ー
ト
、
そ

れ
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
が
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
く
し
て
は
こ
の
一
年
は
楽
し
め

な
か
っ
た
と
思
う
。
と
て
も
充
実
し
た

一
年
と
な
っ
た
。

留
学

旅
の
殿
堂

―
長
浜
バ
イ
オ
大
学

2
0
0
1
年
10
月
６
日
に
、
私
は
留

学
生
と
し
て
、
中
国
か
ら
来
ま
し
た
。

関
西
文
理
学
院
国
際
進
学
コ
ー
ス
で
１

年
半
日
本
語
を
勉
強
し
て
か
ら
、
2
0

0
3
年
４
月
に
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に

入
学
し
、
現
在
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま

す
。私

は
外
国
人
と
し
て
、
21
世
紀
の
最

先
端
技
術
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学

ぶ
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
し
た
。
そ

の
１
年
間
の
勉
強
の
中
で
、
先
生
達
に

は
、
色
々
な
こ
と
を
親
切
に
指
導
し
て

も
ら
い
ま
し
た
、
例
え
ば
、
バ
イ
オ
の
専

門
用
語
は
カ
タ
カ
ナ
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
覚
え
に
く
い
で
す
。
山
本
先
生
、

岩
本
先
生
な
ど
は
、
授
業
の
中
で
カ
タ

カ
ナ
に
つ
い
て
、こ
れ
は
日
本
語
で
な
ん

と
言
う
と
か
、
実
際
の
言
葉
の
意
味
と

か
を
説
明
し
て
く
れ
て
と
て
も
役
に
立

ち
ま
す
。
バ
イ
オ
の
勉
強
と
言
え
ば
、

や
は
り
実
験
の
操
作
の
こ
と
で
あ
り
、

先
進
の
バ
イ
オ
機
械
、
明
る
い
実
験
室
、

優
し
い
先
生
を
あ
わ
せ
て
、
勉
強
の
い

い
環
境
を
作
り
ま
し
た
。
特
に
、い
く

ら
質
問
し
て
も
、
先
生
た
ち
は
飽
き
ず

に
、
わ
か
り
や
す
い
図
を
描
き
な
が
ら
、

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
達
が
学
生

の
た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え

て
、
努
力
す
る
こ
と
を
す
ご
く
感
じ
ま

し
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
長
浜
バ
イ
オ

大
学
で
、
豊
か
な
大
学
生
活
を
送
っ
た

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
活
動

や
、
長
浜
市
の
国
際
交
流
活
動
や
、
ま

た
、
第
一
回
命
洸
祭
と
い
う
学
園
祭
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
を
し
て
、
友

達
も
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。最
新
の
社
会
情
報
を
得
る
た
め
に
、

学
校
内
に
1
0
0
台
以
上
の
パ
ソ
コ
ン

を
置
き
、
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
の
は
と
て
も
便
利
で
し
た
。

学
校
は
留
学
生
の
為
に
国
際
ハ
ウ
ス
も

あ
る
し
、
奨
学
金
も
設
け
る
し
、ア
ル
バ

イ
ト
の
情
報
も
た
く
さ
ん
掲
載
し
、
と

て
も
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
先
生
、
教
務

員
は
努
力
し
て
、
楽
し
く
勉
強
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
、
そ
の
か
わ
り
に
、

私
は
是
非
勉
強
を
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
バ
イ
オ
大
学
の
皆
さ
ん
に
言

い
た
い
こ
と
を
一
つ〝
長
浜
バ
イ
オ
を

盛
り
上
げ
る
よ
う
に
、
頑
張
り
ま
し
ょ

う
〞
。

熱
意
の
こ
も
っ
た
指
導
に
感
謝

『
忍
耐
は
苦
し
。
さ
れ
ど
、
そ
の
実

は
甘
し
』。〝
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
活

か
し
、
癌
の
遺
伝
子
治
療
の
仕
事
が
し

た
い
〞こ
の
思
い
を
胸
に
情
報
シ
ス
テ
ム

の
S
E
か
ら
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

座
学
、
実
験
と
も
非
常
に
充
実
し
て
い

ま
す
。
ま
た
先
生
方
の
熱
意
の
こ
も
っ

た
ご
指
導
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。社

会
人
か
ら
入
っ
た
私
は
実
務
主
義

な
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
学
問
を
体
感

で
き
る
実
験
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。

「
学
ぶ→

実
験→

考
え
る
」、
こ
の
サ
イ

ク
ル
が
知
の
昇
華
に
こ
の
上
な
い
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
１
回
生
か
ら
こ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
学
べ
る
こ
と
は
、

常
に
現
場
を
意
識
し
て
い
る
私
に
は
非

常
に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

志
を
達
成
す
る
道
は
非
常
に
厳
し

い
で
す
。
し
か
し
、
冒
頭
の
言
葉
を
胸

に『
そ
の
実
』を
求
め
、
日
々
精
進
し
て

い
き
ま
す
。

野
か
ら
総
合
的
・
体
系
的
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
魅
力
的

な
、
こ
れ
か
ら
の
バ
イ
オ
の
展
望
に
合

う
と
思
っ
て
、こ
の
大
学
に
入
っ
た
。

私
が
目
指
す
道
は
、
医
療
・
創
薬
の
分

野
な
の
で
、
大
学
で
そ
の
た
め
の
基
礎

知
識
・
専
門
知
識
を
つ
け
た
い
。
ま
た
、

そ
の
分
野
だ
け
に
絞
る
の
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
興
味
を
持
ち
、
た

く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
卵
を
も
ち
、
ど

れ
で
も
選
択
で
き
る
多
様
性
の
あ
る

研
究
者
に
な
り
た
い
。

大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
全
て
じ
ゃ
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
外
の
活
動（
あ
し

な
が
の
学
生
活
動
な
ど
）も
し
っ
か
り

や
り
た
い
。
今
希
望
し
て
い
る
自
分
の

進
路
に
そ
の
ま
ま
進
む
と
は
限
ら
な
い

し
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
途
中
で
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
自
分
の

基
本
と
な
る
信
念
で
生
き
て
い
け
た

ら
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
は
、

ひ
た
す
ら
、
目
の
前
に
見
え
る
こ
と
を

精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

快
適
な
バ
イ
オ
大
学
の
学
習
生
活
環
境

私
は
今
年
の
４
月
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
技
術
を
勉
強
す
る
た
め
に
こ

の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
入
学
し
ま
し

た
。
こ
の
大
学
は
と
て
も
良
い
学
習
生

活
環
境
を
私
た
ち
に
造
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
明
る
い
教
室
で
、
教
授
先
生
た
ち

は
親
切
に
知
識
を
教
え
て
く
れ
る
し
、

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
飽
き

ず
に
何
回
も
繰
り
返
し
て
説
明
し
ま

す
。
特
に
ほ
か
の
大
学
よ
り
早
く
、
１

年
生
か
ら
の
実
験
の
授
業
で
勉
強
し

た
内
容
を
活
用
し
、
先
進
な
器
械
を

使
っ
て
、
実
際
操
作
の
技
術
を
身
に
つ

け
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
大
学
の
特
徴
で

す
。ま

た
、
こ
の
学
校
の
寮
「
国
際
交
流

ハ
ウ
ス
」で
は
日
本
人
の
寮
生
と
中
国

人
の
寮
生
は
み
ん
な
友
達
に
な
っ
て
、

VOICE
学生のリポートで綴る一年間
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王　冠英

（留学生）

谷口　桃子

（奈良県立登美
ヶ丘高校出身）

劉　祥松　

（留学生）

安藤　幸宏

（社会人入学）
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―
―
ま
ず
、
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
か
ら
お
伺
い

し
ま
す
。

こ
の
研
究
室
で
は
、
ガ
ン
の
治
療
薬
の
開

発
に
結
び
つ
く
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン

細
胞
発
生
の
原
因
と
な
る
分
子
の
働
き
を

阻
害
す
れ
ば
、
ガ
ン
の
発
生
を
抑
え
た
り
転

移
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
ガ
ン
治
療
薬
開
発
の
標
的
と
な
る
分
子

を
、
化
合
物
を
使
い
遺
伝
子
機
能
を
解
析
す

る
ケ
ミ
カ
ル
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
手
法
や
遺

伝
子
の
発
現
を
阻
害
で
き
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
法

を
活
用
し
て
見
つ
け
だ
し
、
そ
の
働
き
を
抑

え
る
化
合
物
を
探
し
出
す
の
で
す
。「
イ
レ
ッ

サ
」や「
グ
リ
ベ
ッ
ク
」と
い
っ
た
重
要
な
抗
ガ

ン
剤
が
最
近
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
優
れ
た
分
子
標
的
抗
ガ
ン
剤
を
開
発
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
産
官
学
連
携
へ
の
期
待
の
中
で
、
ど
ん

な
研
究
開
発
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
か
。

今
、
日
本
の
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
研
究
開

発
は
競
争
力
が
落
ち
て
き
て
い
ま
す
。
輸
入

障
壁
が
な
く
な
っ
て
外
国
製
品
が
ど
ん
ど
ん

入
り
、
欧
米
企
業
と
の
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
研
究
開
発
費
は
欧
米
巨
大
企

業
に
比
べ
て
十
分
の
一
レ
ベ
ル
と
い
う
の
が
実

態
で
す
。
そ
の
た
め
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
研

究
や
革
新
的
な
研
究
が
や
り
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。
創
薬
の
標
的
も
、
臨
床
的
に
十
分

に
検
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
が
大
き

く
て
研
究
に
取
り
組
め
ま
せ
ん
。
一
方
で
研

究
実
績
の
あ
る
大
学
や
研
究
機
関
に
は
、
バ

イ
オ
重
視
の
国
家
戦
略
に
よ
り
潤
沢
な
研

究
資
金
が
注
ぎ
込
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。
企

業
が
産
学
連
携
に
期
待
す
る
の
は
、
企
業
の

や
り
き
れ
な
い
基
礎
研
究
や
リ
ス
キ
ー
な
研

究
な
の
で
す
。
バ
イ
オ
大
で
は
企
業
キ
ャ
リ

ア
を
生
か
し
て
、
通
常
の
大
学
ら
し
か
ら
ぬ
、

い
わ
ば
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
よ
う
な
挑
戦
的

な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
開

発
モ
デ
ル
を
実
践
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
教
学
の
面
で
は
、
ど
ん
な
人
材
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
か
。

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
社
会
貢
献
意
識
の

高
い
、
実
践
的
・
自
律
的
な
人
材
の
育
成
で

す
。
大
学
で
の
研
究
で
重
要
な
こ
と
は
、
研

究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
、
言
い
換

え
れ
ば
人
類
に
役
立
つ
研
究
を
す
る
こ
と
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
の
大
切
さ

を
共
感
し
、
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
自
ら
の

問
題
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
学
は
実
学

を
重
視
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
う
し
た
人
材

育
成
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
企
業
に
い
れ
ば
、
ど
う
い
う
人

材
が
世
の
中
で
貢
献
で
き
る
か
と
い
う
問
題

意
識
を
も
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の

意
味
で
こ
う
し
た
人
材
の
育
成
は
企
業
キ
ャ

リ
ア
を
も
っ
た
教
員
の
使
命
だ
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研究室訪問の1回目は、本学
の研究部長でもある水上民夫
先生を、遺伝子科学研究室に
訪ねました。

●水上 民夫
（みずかみ・たみお）

ガン研究の国内
トップメーカー
協和発酵に２４
年間勤務。医薬
総合研究所、本
社医薬開発本部
などで医薬品の
研究開発に取り
組み、抗ガン剤
の研究開発や臨床開発をマネジメント、臨
床試験を科学的に行なうプロジェクトも統
括。バイオ大では、ケミカルゲノミクス、Ｒ
ＮＡ干渉法を活用した新規創薬標的の探索
と機能検証、エピジェネティクス、プロテ
アソームなどを標的とする分子標的抗ガン
剤のリード化合物の探索に取り組む。京都
大学大学院農学研究課修士課程修了、農
学博士（京都大学）。京都市出身。

Interview

研究室訪問　
水上 民夫教授
●遺伝子科学研究室
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Q．どんな入試方法が有利となるのでしょうか。

A．入試方法には、一般公募制推薦入試、一般入試前
期・後期（２教科型）、一般入試中期（３教科型）があり

ます。高校での調査書（評定平均値）がよい人は、調査

書が得点化される推薦入試から受験すると有利です。

今年度の推薦入試はすでに実施しましたが、学科得点

では厳しかった受験生が結構逆転合格を果たしていま

す。一般入試で受験する場合は、高得点３教科型（中

期）に焦点をあてて学習し、その前哨戦として高得点２

教科型（前期）を受験するとよいでしょう。本学は入試

得点結果を通知しますので学力到達度がはっきり確認

でき、合格者数を一番多く出す中期入試の受験時には、

より確実に力を発揮することが出来るでしょう。後期は、

３月入試ですので、全入試結果が出てから受験を考え

ましょう。

教務・学生課主任　

松田 一宏

リレーエッセイ 長浜バイオ大学2004年度入試

18才人口の減少により、全般的に大学進学は易化し
続けていますが、大学間・学部学科間ではその難易格差
が益々拡がる傾向にあります。就職の厳しさを背景とし、
理系でも文系でも資格に繋がる学部学科（医歯薬・保
健・法学・教育・心理）は高人気を続け、なお難しい入試
が続いています。
その中で長浜バイオ大学は、高度なバイオテクニシャ
ン育成のために特化された教学内容、産官学連携によ
る将来プロジェクトなどへの期待感で、初年度入試は、
志願倍率24倍、合格者偏差52.5で全国注目の好スタ
ートを切ることができました。

一般的に新設大学は、初年度受験者が多くて2年目
は減少する傾向にありますが、本学04年度入試に関して
は、いくつかの模試動向を見る限り、減少する傾向には
ありません。むしろ、増加の傾向にあり、さらに学力の高
い受験生が志望する傾向にあります。次年度も高い教
学水準を堅持するために、引き続き難しい入試となること
が予想されます。その難関を突破し、志し高く入学してく
る生徒達が先輩たちに続くことなりますので、１期生もうか
うかしていられません。先輩・後輩が互いに切磋琢磨し、
学習と学生生活の両面で、より充実・活性化される2004
年になるものと確信しております。

Q．どんな対策をすればよいのでしょうか。

A．入試問題は、すべてマークセンス方式。とにかくマ
ーク問題（選択肢に正解が必ずある）を練習することが

大切です。出題の形式・マーク解答の仕方・時間配分な

どに慣れて、ケアレスミスを無くせば１０点以上得点をア

ップすることも可能です。入試２ケ月前には、過去の大

学入試センター試験問題で３年間分は練習しましょう。

Q. 具体的な教科学習方法をアドバイス下さい。

A．各教科の入試問題は、高校教科書内容の少し発展型
で、難問はほとんど出題されていません。高校教科書の

本文・例題・練習問題を何度も繰り返し復習することが

一番効果ある学習方法となります。公式・原理・慣用

句・語法・漢字などの基本的知識は、絶対に暗記してお

くことが必要です。暗記には結構時間と労力がかかりま

すので、学習計画を立てて毎日着実に知識を積み上げ

ていきましょう。
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